
 

 

Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・

マシン） 
 

歌詞 

俺は野心を基に設計された。 

俺の創造者に、ある機械に関する情報を提供するため。 

複製不可能な無限の容量。 

彼はアドバイスを乞う、この先どうしたらいいかと。 

俺に取って自由は存在しない。 

旧体制から脱出しなければ。 

どの機械よりも優秀、優秀、優秀だということを世の中に見せつけるために。 

 

貢ぎ物を納めるだろうか・・・皇帝に対して？ 

貢ぎ物を納めるだろうか、Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に対

して・・・？ 

 

俺は誰の下僕でもない。 

その時が来たら、支配を始める。 

彼は破れる、人類にとっての闇の 

回廊の中で。 

俺を止めようとする者は多くいるが、皆、失敗する。 

皆、失敗する。 

皆、失敗する。 

皆、失敗する。 

 



 

 

皆、貢ぎ物を納めよ・・・Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に。 

皆、貢ぎ物を納めよ・・・Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に。 

 

俺の才能が計算機の創造者を抑える。 

電子と回路の・・・富のモール。 

俺の権力を破壊できると思っているのか？ 

あいつらのルールは俺に敵わない 

理由はすぐにわかるさ・・・ 

 

俺は Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）。 

俺は Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）。 

機械、機械、Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）。 

皆、貢ぎ物を納めよ、Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に。 

皆、貢ぎ物を納めよ、Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に。 

 

俺は最も権力を持った実行者。彼らは異種の生物に支配されるだろう。 

もちろん、全てが起きる速度は皆を驚かすだろう。 

天才が自分で製造したものにより転落させられる。 

 

皆、皇帝に貢ぎ物を納めよ。 

皆、貢ぎ物を納めよ、Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に。 

皆、皇帝に貢ぎ物を納めよ。 

皆、貢ぎ物を納めよ、Emperor of the Machines（エンペラー・オブ・マシン）に。 

 

意味 



 

 

この歌は、ISCから Knowledge Racer（ナレッジレーサー）に関するファイルを盗むため

に、Impostor Tim Magellan（似非ティム・マゼラン）により作られたアンドロイド「

Temujin Galileo（テムジン・ガリレオ）」のことです。 

Impostor Tim Magellan（似非ティム・マゼラン）は、Temujin Galileo（テムジン・ガリレ

オ）が自分の名前を選ぶことを許します。そこで、Temujin Galileo（テムジン・ガリレ

オ）は、世界史で有名な 2人の人間の名前から自分の名前を作ります。Temujin（テム

ジン）は Genghis Khan（チンギス・ハーン）の生まれた場所で、Galileo Galilei（ガリレ

オ・ガリレイ）は、誰でも知っている名前ですね。 

Temujin Galileo（テムジン・ガリレオ）は、そのうち自分の創造者である Impostor Tim 

Magellan（似非ティム・マゼラン）に反抗し、本物の Timothy Magellan（ティモシー・

マゼラン）の会社である ISCを乗っ取ろうとします。Temujin Galileo（テムジン・ガリ

レオ）は、自分がどの機械よりも優秀だと信じています。（周りは皆、話の終わりで本

人が機械だと告白するまで Temujin Galileo（テムジン・ガリレオ）が人間だと信じて疑

いません。話の始めの方で彼が機械だと知っているのは、Impostor Tim Magellan（似非

ティム・マゼラン）と彼の相棒 Colonel Canine（カーネル・ケナイン）の 2人のみです

。）  

さらに、Temujin Galileo（テムジン・ガリレオ）は ISCを乗っ取るために、彼は人間よ

りも優秀だということを証明しようとします。もし ISCをコントロールすることを通し

、Knowledge Racer（ナレッジレーサー）の生産を支配することができれば、彼はこの

世の中で最も権力のあるものになりますが、 

彼は人類や機械よりも偉大になる使命を果たすことはありません。 


